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: 68 (グラビア，12 - 1 5 ) .
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島湖群集生産研究経過報告 （ J P F 児島湖研 
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フジマリモの生態に関する研究.科学の実験
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池 田 一 . キシュウスズメ ノ ヒ エ (Paspalum dis tic -
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大農報 2 1 : 3 0 9 -  313.
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60.
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福 島 生 物 Nal7 : 18 -  22.

梅 沢 稔 .ム ジ ナ モ .遺 伝 28⑺ ： 94 — 97.

大滝末男.日本におけるオニバスの分布.植研 4 9 : 8  

- 1 2 .

-------- . ウキクサの仲間.遺伝 28⑻ ：50 — 54.

-------- . < 水草の見分け方〉スイレンとキンギョモの

なかま.植物と自然 8 (7 ) : 1 4 - 1 9 .

-------- . < 水草の見分け方〉ウキクサ•水生シダ・シ

ャジクモのなかま.植物と自然 8 ⑻ ： 18 — 

20.

尾崎富衛.福島潟の植物調査（続報）.福島潟•瓢湖環 

境総合調査報告書（第二年次） （新潟県豊栄 

市・水原町） ： 1 一 9.

-------- . 瓢湖の植物調査（続報）.同 上 ：2 1 _  23.

金堀鉄夫.車軸藻類における核型の研究.生物科学 26

: 128 — 136.

川松重信.コウホネの萼とウキクサのフロンドにおける 

プラスチドの電子顕微鏡的観察.愛知教育大 

学研究報告< 2 〉 2 3 :5 9  — 71.

小河久朗.海草の生殖と発芽.遺伝 28⑻ ：12— 16. 

小宮定志.水生の食虫植物.遺伝 28⑻ ： 37 — 42.

佐橋紀男•幾瀬マサ.ガマの花粉4 集粒における数種の

移行行列について.植研 49 : 54 - 6 2 .

末広喜代一.高松市潟元新浜塩田にみられた塩生植物群

落の成帯構造• 2 . 群落構成種の種間関係の 

検討.香川大教育学部研究報告< 2  >  Not 

235 : 1 一 14.

立花吉茂 .水草の生態 .遺伝 28(8): 17 -  24.

達山和紀• 江 川 宏 • 山本広基•三木和博•新田勇・ 

永井隆 .ゥキクサ科植物による水質検定一 1 一 松
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( 5 頁よりつづく）

料として利用でき、同 量 （ 1 / i a )のホティアオィから 

1， 311 ~  2,014 fcsのN 、 375 〜 576 初のP 、 1 , 5 5 3 -  

2,386 fcsのK などが生産できる。

ホティアオィを最も効率よく利用するためには、次の 

ような要素を考えて計画をたてる必要がある。

1 ) 場所。温暖で湿潤な気候の所が最適。

2 )  排水の特質。ホティアオィは、下水、農業排水、畜 

産排水、産業排水あるいは富栄養湖中で栽培できる 

が、栄養塩組成をホティアオィの成長に最適なよう 

(こ保つべきである。そのために制限要因となってい 

る栄養塩をつきとめ、場合によっては水質悪化を招 

来しない方法でその栄養塩を加えることも考えてよ 

い。高濃度の有害物質を含んだ排水の場合は、，収獲 

後のホテイアオィの利用が限定される。

3 )  システムのサィズと排水の負荷量。処理すべき排水 

量、滞留日数などを考えて面積と水深を決める。

4 )  スラッジの堆積とその処分。

5 ) 処理後の水質。ホティアオィはN は効率よく除去す 

るが、 P の除去能は劣る。 したがってP レベルを下 

げるためには別のステップが必要かもむれない。そ 

の場合、ホティアオィ栽培系で処理済の排水を、例 

えばT カウキクサ属（空中窒素を固定するラン藻と 

共生しているのでN の除去された水でもよく育つ） 

を培養している池に流してP の除去をはかるのも一 

方法である。

6 )  経済効率。ホティアオィを使った排水処理とバィオ

マス生産が経済的に見合うか否かについては情報が 

乏しい。システムの計画に先立ち、コストの分析を 

行うべきだろう。 （角 野 康 郎 ）
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